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議会だよりライブラリーで議会だよりライブラリーで
過去の議会だよりも過去の議会だよりも
見ることができます見ることができます 表紙の写真を

募集します！

表紙写真｜市立大町総合病院 病院祭
大町岳陽高校書道部がしたためる「希望」の灯火。

「若者」とは「未来」の異名。　撮影者：太田昭司
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次
ペ
ー
ジ
は
、
特
集
の
続
き
と
常
任
委
員
会
審
査
報
告

令和７年度決算審査特別委員会報告

令和７年度決算を認定！

　９月定例会は決算議会と言われ、決算審査特別委員会において前年度の事業を評価検証します。市民から
のお金がどう使われたか、事業が効果的に実施されたかを検証し、成果や課題を洗い出すことが次年度予算
への提言につながります。
　委員会では、下記のような意見が出されました。意見が次年度へどう反映されるか、3月定例会の新年度
予算審査にて検証します。

財政状況は？
◆経常収支比率は人件費や物件費等の増加により93.6％と昨年度から3.5ポイント上昇。70～80％程度が

望ましいとされていることから、財政の硬直化が進展しているので留意が必要である。

項目 ７年度 ６年度 ５年度

財政力指数
１に近いほど財政力が高い 0.44 0.44 0.44

経常収支比率
財政に占める人件費などの経常経費
高いほど財政の自由度が低い

93.6％ 90.1％ 89.8％

実質公債費比率
通常見込まれる収入に占める借金返済額の割合 8.0 8.3 8.3

近年の災害などに
対応できるよう、
自主防災会等啓発と連携を
サポートセンターを主とした
自治会との連携事業

委員会審査

問　防災訓練等への参加自治体が少ない。
サポートセンターや危機管理課と自
治会の連携の強化を図られたい。

答　自助・共助・公助の有用性などを含
め、自治会、自主防災会と行政の連
携も必要である。

近年災害が頻発している。各部署が連携
し防災意識の向上に努められたい。

道の駅としての
ぽかぽかランド美麻の
活性化策は

委員会審査

問　近隣の道の駅と競合する中で、ぽか
ぽかランド美麻の道の駅としての活
性化策は。

答　観光施設として検討する必要がある。
観光部局と連携の必要性を含め検討
したい。

ぽかぽかランド美麻を活性化するためにも、
現状を的確に把握し検討・改善されたい。

マンネリ化した
ひとが輝くまちづくり
事業の改善を
伝統文化の継承やまちづくり事業等を
行う団体への支援事業

委員会審査

問　次世代のための「子どもの部」の創設
等も検討されたい。

答　総合計画の実施時期に合わせてリ
ニューアル等を検討したい。

若者の団体も見られた。
今後のまちづくりなどを担う子どもたち
や若者の募集について検討されたい。

防災・安全

まちづくり

引き続き
収納率の維持・向上を

市税の収入状況

委員会審査

問　市税の収納率が県下トップを維持し
ているがその要因は。

答　県滞納整理機構でのノウハウを活かし、
滞納が発生しないよう努めている。

引続き業務に邁
まい

進
しん

されたい。

特産品開発の強化と
創業支援への
連携に向けた取り組みを

大町市の特産品の開発・販路拡大事業

委員会審査

問　特産品の開発の強化を図り、創業支援
へと繋げるための施策の取組状況は。

答　開発面での課題が多く、コストが過
大であるため、支援策なども検討し
たい。

創業支援へと繋がるような特産品の開発
にも重きを置かれたい。

財源

一般会計 歳入 207億円余
　　　　 歳出 200億円余

特別会計・ 歳入 118億円余
企業会計  歳出 120億円余

特集 決算審査

提案

提案 提案提案

提案
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議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に

付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

point !

次
ペ
ー
ジ
は
、
審
議
結
果
と
討
論

議
案
第
50
号

市
有
財
産
の

取
得
に
つ
い
て

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

災
害
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池
の
取
得

議
案
の
概
要
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

災
害
時
の
停
電
に
対
す
る
初
動
対
応
を
想

定
し
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池
を
76
台
購
入

す
る
事
業
。
蓄
電
池
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
１
セ
ッ
ト
と
な
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
こ
の
蓄
電
池
セ
ッ
ト
の
管
理
方
法

は
。Ａ　

配
備
先
で
あ
る
公
民
館
等
の
施
設

管
理
者
や
集
落
の
代
表
者
に
管
理
を
お
願

い
す
る
。

Ｑ　
予
定
価
格
と
落
札
額
に
大
き
な
差

額
が
出
た
理
由
は
何
か（
落
札
率
50
％
）。

Ａ　
予
定
価
格
は
市
場
取
引
価
格
な
ど

に
よ
り
適
正
に
算
定
し
て
い
る
。
こ
の
市

場
は
技
術
革
新
や
量
産
化
に
よ
る
価
格
の

下
落
が
激
し
く
、
落
札
額
が
低
下
し
た
も

の
と
判
断
し
て
い
る
。
安
全
基
準
や
性
能

は
保
障
さ
れ
て
い
る
。

議
案
第
52
号

大
町
市
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

住
民
票
等
の
取
得
、
よ
り
手
軽
に

議
案
の
概
要
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

市
役
所
ロ
ビ
ー
に
多
機
能
端
末
機
を
導
入
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と

で
住
民
票
等
が
３
０
０
円
か
ら
２
０
０
円

で
取
得
可
能
に
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
市
役
所
に
は
対
面
窓
口
も
あ
る
中

で
、
多
機
能
端
末
機
の
設
置
を
進
め
る
目

的
は
何
か
。

Ａ　
端
末
機
へ
の
案
内
に
よ
り
、
安
価

か
つ
手
軽
な
利
便
性
を
実
感
し
て
も
ら
い
、

窓
口
Ｄ
Ｘ
を
段
階
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、

事
務
改
善
の
一
環
と
し
て
、
全
庁
的
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
受
付
体
制
の
検
討
も
進

め
て
い
く
。

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
改
修
へ

議
案
の
概
要
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

老
朽
化
が
進
む
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
２
面
に
つ
い
て
、
良
好
な
利
用
環
境

を
提
供
す
る
た
め
人
工
芝
の
張
り
替
え

を
行
う
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
経
年
劣
化
に
よ
る
交
換
と
の
こ
と

だ
が
、
人
工
芝
を
張
り
替
え
る
こ
と
と

な
っ
た
具
体
的
な
経
緯
は
何
か
。
市
民
や

利
用
者
の
声
を
聞
い
た
結
果
な
の
か
。

Ａ　
本
年
４
月
に
使
用
料
の
減
免
制
度

を
見
直
し
た
際
、
テ
ニ
ス
協
会
等
か
ら
利

用
環
境
が
悪
い
と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
を
受
け
、
順
次
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
、
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
し

た
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
57
号

令
和
８
年
度
大
町
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化

委
員
会
審
査

Ｑ　
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
の
人
気
を
ブ
ラ
ン

ド
化
に
よ
っ
て
活
用
す
る
方
策
は
な
い
か
。

Ａ　
現
在
、
駅
前
の
３
６（
さ
ん
ろ
く
）

ラ
ウ
ン
ジ
に
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
の
カ
プ
セ

ル
ト
イ
を
設
置
し
て
い
る
が
、
別
の
場
所

に
も
う
１
台
設
置
し
、
駅
前
か
ら
本
通
り

へ
の
周
遊
に
結
び
付
け
た
い
。
ま
た
、
11

月
に
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
の
感
謝
祭
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
れ
に
向
け
て
様
々
な
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

令和７年度決算審査特別委員会報告

利用率の低い体育施設は
あるか
体育施設の利用・管理状況を踏まえ、
長寿命化等を行い良好な利用環境を
整備する

委員会審査

問　老朽化した体育施設が多いと聞いてい
る。公共施設等総合管理計画に沿っ
た体育施設の総量の見直しは進んで
いるか。

答　今後５年間において利用率の低い施
設は統廃合についても検討するなど
総量の見直し行う。

今後は市民に対し受益者負担を求める
こととなる。施設を利用する地域の団
体・市民とも話し合いを進め、施設総
量の見直しを進められたい。

霊園の聖地の
返還状況は
聖地を安定して確保・提供するとと
もに安心してお参りできる環境を
整備する

委員会審査

問　令和７年度の聖地の申込み数は６件
と聞いている。返還の届出は何件に
なるか。また聖地の空き状況はどの
くらいあるか。

答　７年度の聖地の返還数は18件であ
る。そのうち６件は合葬式墳墓を
申込まれた。８月末時点の空き区
画数は150区画である。

空き区画が増加する中、公共施設
等総合管理計画に沿って、今後の
あり方についても検討されたい。

大町病院
建替えの検討を
公共施設としての大町病院の修繕・建替え
など、今後のあり方の検討は重要課題の一つ

委員会審査

問　大町病院の老朽化が進んでいる。患者はも
ちろん、病院職員の環境改善のためにも修
繕・建替えの検討をすべきでは。

答　病院施設の老朽化は重要課題と認識して
いる。建替えも含め検討を進めているが、
建築資材・輸送費等の高騰等、積算が難
しい時期にある。現在、優先順位を決め
修繕に取り組んでいる。

日頃からの適切な修繕が病院施設の長寿命化
につながる。職員が働く環境改善のためにも
適切な修繕と今後の建替えの計画策定も進め
られたい。

太陽光発電事業者の
設置管理は適切か
事業者が太陽光発電設備の
設置・管理・撤去等を条例に従い
適切に行うよう指導する

委員会審査

問　事業者の手続きの不備が散見される
とのことだが、どんなケースがあるか。

答　完成したものが設計と違う場合、変
更届の提出が義務付けられているが、
変更届を提出していないため、運転
を開始できないケースもある。

事業者には条例に従った太陽光設
備の管理運営を行うことを求めたい。
また、条例に従わない業者については
担当課において厳しく対処されたい。

施設 環境

常任委員会審査報告常任委員会審査報告主な案件の審査内容を掲載します

議
員
が

議
員
が
質質た

だ
た
だ

し
た
し
た
９９
月月
定
例
会

定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

（
第
３
号
）

提案

提案
提案

提案
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

議
案
第
63
号

議
案
第
66
号

議
案
第
69
号

令
和
７
年
度
大
町
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
大
町
市
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
大
町
市
公
共
下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

９月定例会最終日の討論内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議員個人
の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

職
場
環
境
の
改
善
進
ま
ず
不
祥
事
再
発

　
牛
越
市
政
の
終
盤
に
現
れ
た
不
祥
事
は
、
市
長
が
変
わ
っ
て
も
続
い
て
お
り
、

負
の
遺
産
を
転
換
す
る
こ
と
が
急
務
。（
宮
田　
一
男
））

芸
術
祭
の
財
政
負
担
を
検
証
す
べ
き

　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
の
効
果
や
市
民
負
担
を
検
証
し
、
今
後
の
事
業
規
模

や
財
政
負
担
を
見
直
す
べ
き
。（
栗
林　
陽
一
）

松
糸
道
路
計
画
見
直
し
を

　
市
街
地
の
ほ
ぼ
真
ん
中
を
縦
断
す
る
Ｃ
ル
ー
ト
を
、
市
民
は
先
に
あ
り
き
の
説

明
で
は
な
く
、
撤
回
を
求
め
て
い
る
。（
大
和　
幸
久
）

市
水
道
の
漏
水
対
策

　
市
の
水
道
の
漏
水
率
は
平
均
よ
り
高
く
水
道
料
金
の
回
収
率
は
61
・
９
％
と
低

い
。
最
も
漏
水
率
の
高
い
居
谷
里
水
系
の
見
直
し
を
行
え
。（
大
和　
幸
久
）

経
理
処
理
の
適
正
化
を

　
下
水
道
事
業
に
お
け
る
受
益
者
負
担
金
は
事
業
確
定
時
に
は
、
差
額
分
を
清
算

す
る
義
務
が
あ
る
が
、
市
は
し
て
い
な
い
。
是
正
を
。（
大
和　
幸
久
）

移
住
成
果
を
次
の
市
政
へ

　
転
入
超
過
を
実
現
し
た
移
住
定
住
政
策
な
ど
を
評
価
。
持
続
可
能
な
市
政
へ
の

改
革
と
成
果
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
決
算
。（
中
村　
直
人
）

特
段
の
財
政
指
標
の
悪
化
も
見
ら
れ
ず

　
学
校
再
編
等
に
よ
る
整
備
費
用
等
が
多
額
で
あ
っ
た
が
、
過
疎
債
を
財
源
に
充

て
る
な
ど
、
財
政
へ
の
影
響
も
最
小
限
で
あ
っ
た
。
県
下
ト
ッ
プ
の
市
税
収
納
率

も
評
価
で
き
る
。（
西
澤　
和
保
）

未
来
へ
の
投
資
と
健
全
財
政

　
物
価
高
対
策
や
教
育
環
境
の
整
備
の
前
進
を
評
価
し
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
求
め
賛
成
。（
大
竹　
真
千
子
）

令和８年９月定例会
提出案件の審議結果
◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 峻嶺会 公明 無

結　
果

宮
田　
一
男

栗
林　
陽
一

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

小
澤　
　
悟

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

中
村　
直
人

西
澤　
和
保

二
條　
孝
夫

一
本
木
秀
章

降
旗　
達
也

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

堀　
　
堅
一

議案第63号 令和７年度大町市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 認定

議案第66号 令和７年度大町市水道事業会計剰余金の処分及び決
算の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

・認定

議案第69号 令和７年度大町市公共下水道事業会計剰余金の処分
及び決算の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

・認定

◇全会一致で承認・可決・認定された案件
議案番号等 案件 結果
議案第50号 市有財産の取得について 原案可決
議案第51号 大町市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第52号 大町市手数料条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第53号 大町市福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第54号 大町市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定
について 原案可決

議案第55号 大町市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例制定について 原案可決

議案第56号 大町市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制
定について 原案可決

議案第57号 令和８年度大町市一般会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第58号 令和８年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第59号 令和８年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第60号 令和８年度大町市公営簡易水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第61号 令和８年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第62号 令和８年度大町市病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第64号 令和７年度大町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第65号 令和７年度大町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第67号 令和７年度大町市公営簡易水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決・認定
議案第68号 令和７年度大町市温泉引湯事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決・認定
議案第70号 令和７年度大町市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決・認定
議案第71号 令和７年度大町市病院事業会計決算の認定について 認定
議案第72号 令和７年度高瀬広域水道企業団会計決算の認定について 認定
議案第73号 教育委員会委員の任命について 同意
議案第74号 令和８年度大町市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

陳情第３号 「さらなる少人数学級推進と教職員定数改善のための教育予算確保」及び「義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充」を求める意見書提出について 採択

議事第３号 「さらなる少人数学級推進と教職員定数改善のための教育予算確保」及び「義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充」を求める意見書 原案可決

討論討論
沸騰!!沸騰!!

議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

個人質問

政を問う市
一般質問

一般質問とは
議員が皆さんの声や地域の課題を届けるため、
大町市の仕事全般について市長に質問する手続きです。
行政の現在の取り組みや、将来の方針を明らかにします。

柳原市長の市政運営とビジョンは
　西澤　和保 � ���������� 9

自衛隊への名簿提供を問う
　栗林　陽一 � ���������� 9

命を守る教育がもっと必要
　小澤　悟 � ���������� 10

ハラスメントの無い職場のために
　堀　　堅一 � ��������� 10

柳原新市長に期待する
　髙橋　正 � ���������� 11

北アルプス玄関口としての復権を
　中村　直人 � ��������� 11

柳原新市長の市政運営の抱負は
　大和　幸久 � ��������� 12

避難所環境の整備が必要
　宮田　一男 � ��������� 12

自治会を支える伴走の仕組みを
　大竹　真千子 � �������� 13

虹の家移管、大町病院の支援必要
　山本　みゆき � �������� 13

どうする　４校の跡利用
　中牧　盛登 � ��������� 14

新市長の大町市政のかじ取りは
　降旗　達也 � ��������� 14

人口減は価値を生み出すチャンス
　太田　昭司 � ��������� 15

新体制になったことでの変革と発展に
期待をしたい

自衛隊への名簿提供を望まない場合は
除外申請が必要

大
町
市
の
課
題
と
柳
原
市
長

が
目
指
す
大
町
市
と
は

Ｑ　
第
６
次
総
合
計
画
を
見
据
え
た
柳

原
市
長
の
重
点
施
策
は
な
に
か
。

Ａ　
人
口
減
少
へ
の
取
組
を
は
じ
め
、

こ
ど
も
子
育
て
や
観
光
、
産
業
の
強
化
、

若
手
人
材
の
確
保
か
ら
気
候
変
動
に
よ
り

多
発
す
る
災
害
対
策
に
至
る
ま
で
、
社
会

の
変
革
な
ど
に
も
対
応
す
る
べ
く
多
様
性

に
お
い
て
も
、
将
来
へ
の
可
能
性
と
し
て

捉
え
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
た
い
。

Ｑ　
若
者
の
地
元
離
れ
が
深
刻
な
人
口

減
少
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
策

は
。Ａ　

過
去
の
移
住
定
住
策
が
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
る
が
、
大
学
進
学
後
の
地
元

離
れ
の
対
策
は
深
刻
で
あ
る
。
松
本
糸
魚

川
連
絡
道
路
等
の
推
進
を
図
り
、
雇
用
先

の
確
保
や
産
業
誘
致
等
の
産
業
基
盤
の
強

Ｑ　
自
衛
官
募
集
の
た
め
、
市
が
住
民

基
本
台
帳
情
報
を
自
衛
隊
へ
提
供
す
る
法

的
根
拠
は
何
か
。

Ａ　
自
衛
隊
法
、
同
法
施
行
令
、
住
民

基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
情
報
を
提
供
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　
本
人
の
同
意
を
基
本
と
す
る
方
式

に
変
更
で
き
な
い
か
。

Ａ　
個
別
の
同
意
は
必
要
と
さ
れ
ず
、

提
供
方
法
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
。

Ｑ　
情
報
提
供
を
望
ま
な
い
市
民
が
確

実
に
除
外
申
請
で
き
る
よ
う
、
年
間
を
通

じ
て
申
請
を
受
け
付
け
、
一
度
除
外
を
希

望
し
た
人
は
、
22
歳
に
な
っ
て
も
再
申
請

せ
ず
、
継
続
し
て
除
外
す
る
制
度
に
改
善

で
き
な
い
か
。

Ａ　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
を
活

用
し
て
制
度
の
周
知
を
図
る
。

Ｑ　
提
供
し
た
情
報
に
つ
い
て
、
利
用

化
、
民
間
企
業
へ
の
奨
学
金
支
援
制
度
等

の
理
解
も
頂
き
な
が
ら
若
手
人
材
の
確
保

へ
の
取
組
み
、
故
郷
を
愛
す
る
思
い
を
醸

成
す
る
教
育
等
を
通
じ
、
更
に
は
奨
学
金

制
度
の
見
直
し
等
も
行
い
、
若
者
世
代
に

し
っ
か
り
と
訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

Ｑ　
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
は
そ
の
重

要
性
か
ら
、
既
に
市
民
か
ら
早
期
完
成
へ

の
圧
倒
的
支
持
が
あ
る
。
こ
の
民
意
を
ど

う
責
任
を
持
っ
て
県
に
伝
え
て
い
く
の
か
。

Ａ　
経
済
の
発
展
は
も
と
よ
り
、防
災・

救
急
医
療
な
ど
の
重
要
性
等
、
極
め
て
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
必
要
性
を
し
っ

か
り
と
県
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

目
的
や
保
存
期
間
、
廃
棄
方
法
を
市
は
把

握
し
て
い
る
か
。

Ａ　
名
簿
は
施
錠
で
き
る
書
庫
で
管
理

し
、
使
用
後
は
裁
断
処
理
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

中
学
校
給
食
費
無
償
化
を

来
年
４
月
か
ら
検
討

Ｑ　
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
施

時
期
と
財
政
負
担
は
ど
う
か
。

Ａ　
来
年
４
月
か
ら
の
無
償
化
に
向
け

検
討
に
着
手
す
る
。
年
間
約
３
，
６
２
８

万
円
の
予
算
が
必
要
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

政
友
ク
ラ
ブ
　
西に
し

澤ざ
わ

　
和た
か

保ほ

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
栗く
り
ば
や
し林

　
陽よ
う
一い
ち

柳
原
市
長
の
市
政
運
営
と
ビ
ジ
ョ
ン
は

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
を
問
う
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

９
月
定
例
会

北アルプスに眠る無限の資源を探し出し
観光に活かせ

子どもたちの声が聞こえない
旧西小学校のプール

約３千人が訪れたまほろば商店街
山とまちをつなぐ挑戦

１件の不祥事の後ろには
299件の小さな問題が控えている

Ｑ　
「
人
口
減
少
は
課
題
で
あ
る
が
、

新
し
い
産
業
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
芽
で
も
あ

る
」
と
は
、
ど
ん
な
意
味
か
。

Ａ　
当
市
で
は
農
林
・
観
光
・
製
造
業

な
ど
各
分
野
が
偏
る
こ
と
な
く
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
産
業
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
人
口
減
少
の
中
で
、
産
業
ご
と
の
縦

割
り
を
打
破
し
、
例
え
ば
農
業
と
観
光
、

農
業
と
製
造
業
な
ど
、
分
野
横
断
的
な
掛

け
算
の
視
点
が
重
要
と
考
え
る
。

Ｑ　
「
学
校
再
編
の
メ
リ
ッ
ト
と
、
教

育
環
境
の
改
善
を
図
る
」
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

Ａ　
大
町
南
部
小
学
校
を
除
き
、
全
て

の
学
校
が
複
数
学
級
と
な
っ
た
。
校
内
に

は
元
気
な
声
が
響
き
合
い
、
音
楽
会
や
委

員
会
活
動
な
ど
も
活
発
に
な
っ
た
。
学
級

数
が
増
え
た
こ
と
で
、
円
滑
な
学
年
経
営

が
で
き
る
。
多
く
の
仲
間
や
教
職
員
の
考

Ｑ　
小
中
学
校
教
育
に
お
け
る
水
泳
教

育
の
重
要
性
は
。

Ａ　
児
童
生
徒
が
水
に
対
す
る
正
し
い

知
識
と
、
自
ら
の
命
を
守
る
行
動
力
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

Ｑ　
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
が
取
り
壊
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
水
泳
教
育
を

お
こ
な
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　
民
間
事
業
者
が
所
有
す
る
屋
内

プ
ー
ル
施
設
で
水
泳
学
習
を
実
施
し
て
い

る
。
水
泳
の
技
術
指
導
に
関
し
て
も
、
民

間
事
業
者
の
専
門
講
師
に
指
導
を
う
け
て

い
る
。

Ｑ　
ゆ
ー
ぷ
る
木
崎
湖
の
屋
内
プ
ー
ル

を
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
割
引
で

き
な
い
の
か
。

Ａ　
※
１
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
に
関
し
て

は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
券
で
市
内
の
方
、
市
外

の
方
で
分
け
て
金
額
の
差
を
つ
け
て
い
る
。

Ｑ　
ま
ほ
ろ
ば
商
店
街
等
の
「
山
と
ま

ち
を
つ
な
ぐ
」
動
き
を
、
官
民
連
携
で
ど

う
育
て
る
か
。

Ａ　
若
い
世
代
の
発
想
・
行
動
力
と
行

政
の
公
共
性
を
組
み
合
わ
せ
、
北
ア
ル
プ

ス
玄
関
口
の
復
権
に
つ
な
げ
る
。

Ｑ　
昨
今
、
白
馬
か
ら
の
来
訪
も
多
い

仁
科
三
湖
と
山
・
ま
ち
を
繋
ぎ
、
大
町
の

観
光
的
な
魅
力
と
し
て
発
信
で
き
な
い
か
。

Ａ　
観
光
サ
イ
ト
を
刷
新
し
、
モ
デ
ル

コ
ー
ス
等
で
回
遊
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ　
北
高
跡
地
に
山
岳
観
光
の
※
２
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
機
能
を
持
た
せ
ら
れ
な

い
か
。

Ａ　
構
想
に
は
共
感
す
る
。
次
期
観
光

計
画
に
向
け
て
民
間
の
知
見
や
意
見
を
取

り
入
れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
給
食
・
農
業
・
環
境
を
つ
な
ぐ
資

源
循
環
の
拠
点
と
し
て
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

Ｑ　
議
会
の
委
員
会
で
職
員
の
発
言
中

に
あ
る
議
員
が
大
き
な
声
で
職
員
の
発
言

を
遮さ
え
ぎ

っ
た
。
市
の
職
員
に
対
し
て
投
げ
つ

け
ら
れ
た
暴
言
に
対
し
て
「
大
町
市
職
員

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
指
針
」
で
ど
の
よ
う

な
対
応
が
で
き
る
の
か
。

Ａ　
今
回
の
行
為
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

認
め
る
た
め
に
は
、
最
も
守
る
べ
き
被
害

者
の
意
向
を
確
認
尊
重
す
べ
き
だ
。
被
害

者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
そ
の
後
の
調
査
は

進
め
ら
れ
な
い
。

Ｑ　
本
人
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
と
取

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、

周
り
の
者
が
見
て
不
快
だ
と
思
う
の
な
ら

取
り
上
げ
る
べ
き
だ
。
運
転
に
つ
い
て
も

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
検
証
し
て
大
き
な
事
故

を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
し
て
い
る
。
市
庁

舎
内
の
セ
ク
ハ
ラ
や
教
育
委
員
会
内
の
金

銭
問
題
な
ど
7
件
の
大
き
な
事
件
や
不
祥

え
方
に
触
れ
、
能
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

Ｑ　
黒
部
宇
奈
月
キ
ャ
ニ
オ
ン
ル
ー
ト

ツ
ア
ー
が
始
ま
る
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
高
瀬
渓
谷
な
ど
も
売
り

出
し
て
は
ど
う
か
。
私
も
若
い
頃
、
厳
冬

の
黒
部
ダ
ム
で
穴
釣
り
を
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
情
景
を
今
も
忘
れ
な
い
。
素
晴

ら
し
い
観
光
資
源
に
な
る
と
思
う
。
そ
こ

で
は
夜
明
け
前
、
峰
々
が
金
色
に
輝
き
、

や
が
て
白
銀
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
市
長
い

か
が
か
。

Ａ　
私
は
そ
の
よ
う
な
景
色
は
見
た
こ

と
が
な
い
。
大
町
の
持
つ
資
源
を
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

Ｑ　
自
治
会
加
入
率
が
下
が
っ
て
い
る

中
、
加
入
メ
リ
ッ
ト
を
出
す
た
め
に
、
他

の
自
治
体
で
は
地
域
の
店
舗
で
使
え
る
優

待
カ
ー
ド
や
割
引
券
を
出
し
て
い
る
が
、

当
市
も
検
討
す
る
用
意
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
自
治
会
側
の
ニ
ー
ズ
を
調
べ
十
分

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
民
館
使
用
時
の
適
正
な

減
免
率
は

Ｑ　
市
長
は
市
民
の
声
を
聞
く
の
か
。

Ａ　
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
し
っ
か

り
と
意
見
を
聞
き
判
断
す
る
。

Ｑ　
適
正
な
減
免
率
は
い
つ
出
す
の
か
。

Ａ　
12
月
に
は
公
表
で
き
る
と
思
う
。

を
さ
ら
に
活
か
せ
な
い
か
。

Ａ　
生
産
堆
肥
の
県
内
初
の
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
定
を
受
け
、
現
在
の
学
校
で
の
堆
肥

利
用
に
加
え
、
資
源
循
環
・
環
境
教
育
の

重
要
施
設
と
し
て
活
用
を
協
議
す
る
。

Ｑ　
山
・
水
・
農
・
食
を
一
つ
の
「
大

町
ブ
ラ
ン
ド
」
に
で
き
な
い
か
。

Ａ　
北
ア
ル
プ
ス
の
水
を
起
点
に
、
農

産
物
や
地
酒
、
人
の
営
み
ま
で
一
つ
の
物

語
と
し
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
当
市
の
自
然
を
活
か
す
取
り
組
み

を
、
若
者
や
民
間
の
視
点
を
活
か
し
な
が

ら
、
部
署
を
越
え
て
進
め
て
い
け
な
い
か
。

Ａ　
第
６
次
総
合
計
画
に
組
織
横
断
と

民
間
共
創
を
盛
り
込
み
、自
然
を
「
守
る
」

「
活
か
す
」
の
両
面
か
ら
予
算
化
を
図
る
。

事
な
ど
か
ら
類
推
す
る
と
庁
舎
内
で
は
２
，

０
０
０
件
を
超
え
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
蔓

延
し
て
い
た
と
考
え
る
。
問
題
が
小
さ
な

う
ち
に
情
報
を
汲
み
上
げ
、
職
員
全
体
で

共
有
し
て
い
く
こ
と
で
不
祥
事
が
減
少
す

る
は
ず
だ
。
結
果
と
し
て
市
民
か
ら
の
信

頼
が
得
ら
れ
る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

Ａ　
職
員
一
人
一
人
の
小
さ
な
声
で

あ
っ
て
も
、
聞
き
漏
ら
す
こ
と
な
く
真
摯

に
受
け
止
め
対
応
す
る
。
相
談
窓
口
や
対

応
手
順
な
ど
を
活
用
し
て
職
員
か
ら
の
相

談
に
耳
を
傾
け
、
問
題
が
小
さ
な
う
ち
に

一
件
一
件
丁
寧
に
解
決
し
て
い
く
。

　
市
職
員
か
ら
だ
け
で
な
く
、
市
民
か
ら

の
相
談
に
つ
い
て
も
同
様
に
丁
寧
に
対
処

す
る
。

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
　
髙た
か

橋は
し

　
正た
だ
し

市
民
ク
ラ
ブ
　
小お

澤ざ
わ

　
悟さ
と
る

政
友
ク
ラ
ブ
　
中な
か
村む
ら

　
直な
お
人と

堀ほ
り

　
堅け
ん

一い
ち

柳
原
新
市
長
に
期
待
す
る

命
を
守
る
教
育
が
も
っ
と
必
要

北
ア
ル
プ
ス
玄
関
口
と
し
て
の
復
権
を

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
無
い
職
場
の
た
め
に

　　　　　
※２　ビジターセンター…観光案内や情報提供、交流などを行う施設。交通の拠点も兼ねる。
用語解説※

　　　　　
※１　年間パスポート…市内ファミリー35,000円、市外ファミリー45,000円
用語解説※
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、

代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が
行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
般
質
問

９
月
定
例
会

質問から３日後、６日付大糸タイ
ムスで人材配置の方針が示された

（出典：株式会社大糸タイムス）

市民の声に、公正に耳を傾けて欲しい

大町病院の医療協力が不可欠 災害用仮設トイレ
（大町市避難所開設運営訓練時）

Ｑ　
自
治
会
は
根
拠
法
も
上
部
組
織
も

な
く
、
頼
れ
る
の
は
市
だ
け
で
あ
る
。
組

織
の
脆
弱
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ　
自
治
会
は
防
災
や
福
祉
な
ど
地
域

を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
。
加
入
率
低
下
や

担
い
手
不
足
で
組
織
基
盤
が
弱
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　
自
治
会
長
の
多
く
は
１
年
任
期
で

知
見
が
積
み
重
な
ら
ず
、
未
加
入
者
と
の

不
公
平
感
も
解
消
さ
れ
ず
悪
循
環
と
な
っ

て
い
る
。
市
の
認
識
と
対
応
は
。

Ａ　
自
治
会
の
運
営
調
査
を

３
年
に
１
度
実
施
し
結
果
を
自

治
会
長
と
共
有
し
て
い
る
が
、

庁
内
で
の
活
用
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。
未
加
入
者
へ
の
一
律

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化
は
慎
重
に

検
討
し
つ
つ
、
判
例
な
ど
参
考

情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

Ｑ　
市
長
は
選
挙
戦
で
、
市
政
に
対
す

る
市
民
の
多
く
の
声
を
聞
い
た
と
言
わ
れ

た
。
そ
こ
に
は
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
見
直
し
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
説
明
を
。

Ａ　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
公
金
の
不
正
流

用
、
入
札
妨
害
な
ど
、
一
連
の
不
祥
事
で

は
信
頼
回
復
に
努
め
て
い
る
が
、
な
お
険

し
い
道
の
り
が
残
っ
て
い
る
。

　
松
糸
道
路
で
は
、
盛
り
土
に
よ
る
地
域

の
分
断
、
住
環
境
の
悪
化
を
懸
念
す
る
声

が
あ
る
。
芸
術
祭
の
開
催
で
は
、
多
額
の

予
算
を
投
じ
た
事
業
の
妥
当
性
や
効
果
に

つ
い
て
疑
問
を
持
つ
方
も
い
る
。
前
市
長

の
市
政
は
安
定
運
営
の
反
面
、
組
織
の
自

主
的
、
自
発
的
な
動
き
の
足
か
せ
に
な
る

危
険
性
も
あ
る
と
認
識
す
る
。
新
市
長
が

就
任
し
た
今
が
組
織
を
変
え
る
契
機
と
認

識
し
て
い
る
。

Ｑ　
職
員
の
派
遣
費
用
の
負
担
方
法
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
配
慮
を
考
え
る
か
。

Ａ　
移
管
先
の
事
業
者
と
の
給
与
水
準

に
差
が
生
じ
る
場
合
、
職
員
間
の
公
平
性

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
移
管
先
の
事

業
者
と
十
分
に
協
議
す
る
。

Ｑ　
「
虹
の
家
」
が
地
域
の
老
人
保
健

施
設
と
し
て
安
定
的
に
存
続
し
て
い
く
た

め
の
建
物
や
土
地
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　
移
管
条
件
は
、
建
物
に
つ
い
て
は

広
域
連
合
か
ら
の
無
償
貸
付
と
し
、
土
地

に
つ
い
て
は
市
か
ら
の
有
償
貸
付
で
あ
る
。

「
虹
の
家
」
を
民
間
移
管
す
る
た
め
、
病

院
事
業
用
地
と
し
て
の
用
途
を
廃
止
し
て

普
通
財
産
に
変
え
た
上
で
、
民
間
事
業
者

と
公
有
財
産
貸
与
契
約
を
締
結
す
る
。
年

間
の
土
地
利
用
料
は
県
の
算
出
方
法
に
準

じ
、
土
地
評
価
額
×
６
％
と
し
て
算
定
す

る
。
ま
た
、
条
例
や
地
方
自
治
法
に
よ
り

Ｑ　
最
大
規
模
の
災
害
に
よ
る
避
難
者

に
対
応
す
る
避
難
所
ス
ペ
ー
ス
は
確
保
さ

れ
て
い
る
か
。

Ａ　
国
の
基
準
で
あ
る
避
難
者
一
人
当

た
り
３
・
５
㎡
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
場
合
、
想
定
さ
れ
る
避
難
者
３
千
６

８
０
人
に
対
し
て
、
８
６
３
人
分
・
３
万

８
０
５
㎡
不
足
し
て
い
る
が
、
新
た
な
避

難
所
の
指
定
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
宿
泊

施
設
と
災
害
協
定
を
締
結
し
、
確
保
に
努

め
る
。

Ｑ　
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
確
保
は
。

Ａ　
１
６
１
台
確
保
し
て
い
る
が
、
想

定
避
難
者
分
に
は
満
た
な
い
。
今
年
度
も

購
入
を
予
定
し
て
お
り
順
次
確
保
す
る
。

当
面
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
災
害
協
定

先
等
の
流
通
備
蓄
で
対
応
す
る
。

Ｑ　
指
定
避
難
所
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン

等
の
冷
暖
房
設
備
の
設
置
状
況
は
。

Ｑ　
自
治
会
の
課
題
は
地
域
ご
と
に
多

様
で
、
従
来
の
支
援
だ
け
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
。
松
本
市
は
地
域
支
援
担
当
職
員

を
配
置
し
、
課
題
整
理
や
デ
ジ
タ
ル
化
に

伴
走
し
て
い
る
。
当
市
も
公
民
館
等
を
拠

点
に
、
同
様
の
体
制
を
築
け
な
い
か
。

Ａ　
地
域
に
身
近
な
拠
点
で
課
題
を
把

握
・
共
有
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
体
制
は

有
効
と
考
え
他
市
の
事
例
も
研
究
し
た
い
。

Ｑ　
市
長
に
は
自
治
会
と
課
題
を
共
有

し
、
協
働
の
姿
勢
へ
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。

今
後
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
考
え
か
。

Ａ　
担
い
手
不
足
や
加
入
率
低
下
は
地

域
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
。
自
治
会
の

自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
市
も
地
域
の
一

員
と
し
て
、
協
働
の
関
係
を
築
い
て
い
く
。

Ｑ　
柳
原
市
長
は
第
４
回
芸
術
祭
に
取

り
組
む
こ
と
を
表
明
し
た
。
市
民
意
識
調

査
で
は
、
第
３
回
芸
術
祭
を
見
た
市
民
は

15
％
で
85
％
の
市
民
は
見
て
い
な
い
。
第

１
回
か
ら
３
回
ま
で
の
芸
術
祭
を
見
た
市

民
は
10
・
５
％
で
９
割
弱
の
市
民
は
見
て

い
な
い
。
芸
術
祭
に
は
関
わ
り
た
く
な
い

と
い
う
市
民
が
43
・
７
％
い
る
。
こ
う
し

た
市
民
の
声
こ
そ
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
見
て
い
な
い
が
、

市
民
の
関
心
を
も
っ
て
参
加
い
た
だ
く
こ

と
が
最
重
要
課
題
と
い
う
認
識
を
も
っ
た
。

無
償
貸
付
や
減
額
貸
付
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、
移
管
先
の
事
業
者
に
対
す
る

土
地
利
用
の
減
免
は
極
め
て
難
し
い
。

Ｑ　
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
、
大
町

病
院
は
老
人
保
健
施
設
の
民
間
移
管
後
に

ど
の
よ
う
な
支
援
と
協
力
を
す
る
考
え
か
。

Ａ　
民
間
へ
の
移
管
後
も
隣
接
す
る
大

町
病
院
と
入
退
院
や
急
変
時
の
対
応
、
リ

ハ
ビ
リ
等
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
連
携
関
係
を
維
持
発
展
し
て
い
く
。

病
院
開
設
者
と
し
て
地
域
の
医
療
と
介
護

を
一
体
的
に
守
り
、
地
域
に
必
要
な
老
人

保
健
施
設
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

Ａ　
指
定
避
難
所
31
施
設
中
12
施
設
に

設
置
し
て
い
る
。

Ｑ　
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
設
置
は
。

Ａ　
市
で
は
、
設
置
は
さ
れ
て
い
な
い

が
、
国
の
特
例
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

を
進
め
る
。

代
理
受
領
制
度
の
導
入
を

Ｑ　
住
宅
の
耐
震
化
率
は
。

Ａ　
約
80
％
と
推
計
し
て
い
る
。

Ｑ　
耐
震
化
工
事
を
し
な
い
理
由
は
、

資
金
に
余
裕
が
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
工

事
代
金
を
全
額
用
意
し
な
く
て
も
よ
い
代

理
受
領
制
度
の
導
入
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ａ　
導
入
に
向
け
す
す
め
る
。

政
友
ク
ラ
ブ
　
大お
お

竹た
け

　
真ま

千ち

子こ

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
大お
お

和わ

　
幸よ
し

久ひ
さ

政
友
ク
ラ
ブ
　
山や
ま
本も
と

　
み
ゆ
き

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
宮み
や
田た

　
一か
ず
男お

柳
原
新
市
長
の
市
政
運
営
の
抱
負
は

自
治
会
を
支
え
る
伴
走
の
仕
組
み
を

虹
の
家
移
管
、大
町
病
院
の
支
援
必
要

避
難
所
環
境
の
整
備
が
必
要



1415 市議会だより おおまち 204号 （2026年11月）市議会だより おおまち 204号 （2026年11月）

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
般
質
問

９
月
定
例
会

次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

大町の自然・景観と文化・歴史を繋げれば
無限の価値が生まれる

令和９年度には、活用の方向性が
決まる東小

市長の思いを反映した第6次総合計画は
まちづくりの将来像を示せるか

6 月定例会号
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議会だよりライブラリーで議会だよりライブラリーで
過去の議会だよりも過去の議会だよりも
見ることができます見ることができます 表紙の写真を

募集します！

表紙写真｜姉妹都市交流会（美麻青具）
姉妹都市メンドシーノの来訪者との交歓のひと時姉妹都市メンドシーノの来訪者との交歓のひと時

撮影者：太田昭司撮影者：太田昭司

Ｑ　
大
町
市
に
は
森
林
・
水
・
雪
・
高

山
環
境
・
生
物
多
様
性
・
水
力
発
電
・
気

候
変
動
・
防
災
な
ど
、
様
々
な
研
究
の
可

能
性
が
あ
り
、
多
く
の
研
究
者
が
訪
れ
て

い
る
。
大
学
や
研
究
機
関
に
さ
ら
に
働
き

か
け
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
実
証
実
験

へ
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

生
や
研
究
者
が
継
続
的
に
市
内
へ
訪
れ
、

新
た
な
関
係
人
口
の
創
出
に
繋
が
る
。
引

き
続
き
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
を
図
る
。

Ｑ　
今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
大
町

市
に
と
っ
て
「
公
共
交
通
の
充
実
」
は
死

活
的
に
重
要
な
も
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　
今
後
は
※
３
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
ど
※
４
交

通
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
、
各
地
で
導
入
が
進
む

※
５
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
や
※
６
日
本
版
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
な
ど
、
地
域
住
民
が

効
率
的
に
移
動
で
き
る
環
境
の
整
備
が
重

要
で
あ
る
。

Ｑ　
令
和
７
年
度
に
小
学
校
等
跡
地
利

用
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
会
議
も
３

回
開
か
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
議
論

を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
市
の
既
存
公
共
施
設
の
機
能
移
転

等
、
行
政
財
産
と
し
て
の
利
活
用
を
検
討

し
て
い
る
。

Ｑ　
跡
地
利
用
の
意
思
決
定
に
は
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
強
く
求
め
た
い
。

Ａ　
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
色
々
な

意
見
に
耳
を
傾
け
前
に
進
め
て
行
く
。

Ｑ　
こ
の
委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
と
し
て
の
議
論
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
の
議
論
は

な
い
。

Ｑ　
東
小
跡
地
利
用
の
方
向
性
は
い
つ

決
ま
る
の
か
。

Ａ　
民
間
活
用
の
可
能
性
も
含
め
、
令

和
９
年
度
に
は
方
向
性
を
示
し
た
い
。

Ｑ　
市
長
の
目
指
す
大
町
の
す
が
た
は
。

Ａ　
市
の
将
来
像
に
つ
い
て
は
、
現
在

策
定
中
の
第
6
次
総
合
計
画
で
示
す
。

Ｑ　
掲
げ
た
公
約
と
市
民
の
考
え
の
間

に
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
っ
た
か
。
あ
っ
た
場
合

市
民
の
声
を
尊
重
す
る
の
か
、
自
身
の
思

い
を
通
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　
ギ
ャ
ッ
プ
と
し
て
、
北
ア
ル
プ
ス

国
際
芸
術
祭
は
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
目
的
や
効
果
に
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。
信

託
さ
れ
た
公
約
の
重
み
も
踏
ま
え
、

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
場
合
で
も
理
解

を
深
め
な
が
ら
地
域
に
と
っ
て
真

に
必
要
の
あ
る
取
り
組
み
を
実
行

し
て
い
く
。

Ｑ　
Ａ
Ｉ
Ｒ
事
業
や
芸
術
祭
に

つ
い
て
は
、
市
長
の
考
え
と
市
民

の
考
え
と
の
間
に
「
齟そ

齬ご

」
が
あ

Ｑ　
大
町
市
に
は
北
ア
ル
プ
ス
・
仁
科

三
湖
・
清
ら
か
な
水
な
ど
全
国
に
誇
る
自

然
資
源
と
共
に
、
文
化
・
伝
統
・
芸
術

家
・
劇
団
四
季
な
ど
文
化
芸
術
資
源
も
あ

る
。
こ
れ
ら
を
一
体
的
に
磨
き
上
げ
、「
ま

た
大
町
に
行
き
た
い
」「
大
町
を
応
援
し

た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
市
で
は
現
在
「
水
」
に
焦
点
を
当

て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
磨
き
上
げ
に
取
組
ん

で
い
る
。
こ
の
水
を
中
心
に
、
北
ア
ル
プ

ス
・
仁
科
三
湖
・
温
泉
な
ど
の
地
域
資
源

に
ス
ト
ー
リ
ー
や
体
験
価
値
を
加
え
、
関

係
人
口
・
定
住
人
口
の
増
加
に
取
組
む
。

Ｑ　
北
小
の
方
向
性
は
い
つ
に
な
る
。

Ａ　
幅
広
く
検
討
し
た
い
の
で
、
令
和

９
年
度
、
市
場
調
査
を
実
施
す
る
。

Ｑ　
西
小
の
方
向
性
は
い
つ
に
な
る
。

Ａ　
西
小
は
、
教
育
文
化
・
地
域
交
流

の
拠
点
と
し
て
教
育
委
員
会
が
所
管
し
て

い
る
。
方
向
性
は
、
早
急
に
検
討
す
る
。

Ｑ　
旧
北
高
跡
地
全
体
を
活
用
す
る
絵

は
、
誰
が
い
つ
ま
で
に
仕
上
げ
る
の
か
。

Ａ　
企
画
財
政
課
で
仕
上
げ
る
。

Ｑ　
跡
地
活
用
の
検
討
過
程
も
含
め
、

市
側
の
情
報
提
供
を
求
め
た
い
。

Ａ　
検
討
過
程
は
、
逐
次
、
議
会
へ
報

告
す
る
。

る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　
「
齟そ

齬ご

」
と
い
う
感
覚
は
な
い
。

Ｑ　
第
6
次
総
合
計
画
は
市
長
の
考
え

が
十
分
反
映
さ
れ
た
も
の
に
な
る
の
か
。

現
計
画
を
延
長
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
計

画
を
策
定
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　
総
合
計
画
審
議
会
と
市
長
と
の
意

見
交
換
を
行
い
市
長
の
思
い
を
伝
え
た
。

市
長
公
約
を
踏
ま
え
た
検
討
を
進
め
て
お

り
、
第
６
次
総
合
計
画
に
は
市
長
の
考
え

を
十
分
反
映
し
て
策
定
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
市
長
任
期
4
年
に
か
け
る
想
い
は
。

Ａ　
「
失
敗
を
恐
れ
ぬ
果
敢
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
基
本
姿
勢
に
、
新
し
い
こ
と
に

果
敢
に
挑
戦
す
る
組
織
風
土
を
築
き
な
が

ら
着
実
に
市
政
を
進
め
て
い
く
。

太お
お

田た

　
昭し
ょ
う
じ司

市
民
ク
ラ
ブ
　
中な
か

牧ま
き

　
盛も
り

登と

峻
嶺
会
　
降ふ
り
旗は
た

　
達た
つ
也や様々な問題について、各市議の

質問がわかりやすくまとめられ
ていたと思います。
それを見て、市のこれからにつ
いてたくさんの意見が交わされ、
議論されていると感じる事が出
来ると思いました。

議会モニターになってみて、
きちんと市議会だよりを読む
ようになったが、それまでは
ほとんど読まなかった。多く
の市民が興味をもって読める
ような工夫が必要だと思う。

議会モニターさんの声
前号（２０３号）の議会だよりを読んだ感想を聞いてみました

デザインやレイアウトが
すっきりしていて
読みやすいと思った。

ど
う
す
る　
４
校
の
跡
利
用

人
口
減
は
価
値
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス

新
市
長
の
大
町
市
政
の
か
じ
取
り
は

　　　　　
※３　MaaS（マース）…各種交通手段をI Tで統合し、検索・予約・決済を一本化する移動サービス
※４　交通DX…デジタル技術で交通の不便を解消し、地域の移動を維持・効率化すること
※５　AIデマンド交通…AIが予約に応じた最適ルートを算出し運行する、乗合型の移動サービス
※６　日本版ライドシェア…タクシー会社が運行管理し、一般ドライバーが自家用車で客を運ぶ制度

用語解説※
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みみんなのひろばんなのひろば

本会議の
生中継

編
集
後
記

編
集
後
記

　

芸
術
の
秋
、
読
書
の
秋
。
心

ひ
か
れ
る
作
品
や
本
に
出
会

い
、
自
分
の
感
性
で
ア
ー
ト
や

文
学
を
味
わ
う
時
間
を
楽
し
む

時
。
Ａ
Ｉ
や
ス
マ
ホ
が
す
ぐ
に

答
え
を
示
し
て
く
れ
る
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
じ
っ
く
り
考
え
て

答
え
を
出
す
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
る
季
節
に
し
た
い
で
す
ね
。

（
太
田 

昭
司
）

小
お

田
だ

 望
のぞ

実
み

さん

小学生のうちに、親のお店の
お手伝いをしっかりしておき
たい。学校にいる間にみんな
の顔と名前を覚えたい。

下
しも

坂
さか

 竜
りゅうしん

慎さん

新しくできた友達と全力で
過ごしたい。中学生になる
までに勉強の土台を作って
おきたい。

石
いし

森
もり

 莉
り

湖
こ

さん

中学へ行くとまた友達が増
えるので、北部小にいる間に
一人でも多くの友達の顔と
名前を覚えて仲良くなりたい。

新
にい

山
やま

 さとりさん

中学進学で離れてしまう仲間
もいるため、児童会長として
全校生徒で遊べる企画をつ
くりたい。最高の思い出を作
り、絆を深めたい。修学旅行
を全力で楽しむ。

高
たか

橋
はし

 双
ふた

葉
ば

さん

テニスを習っているので、
サーブをうまく打てるように
なりたい。あと観葉植物とか
育ててみたい。

田
た

澤
ざわ

 ほとりさん

「生活」の授業でした砂防ダ
ム見学や南庭遊びをまたし
たい。かばんじゃなくランド
セルで通学する。

星
ほし

野
の

　快
かい

虎
と

さん

中学生になると部活とかで結
構忙しくなると思うので、小
学生のうちに、みんなで遊び
たい。

八坂小中学校

南部小学校

北部小学校 北部小学校 北部小学校

南部小学校

美麻小中学校

Vol.34Vol.34

○開　　会  11月27日（金） 午前10時〜
○一般質問  12月８日（火） ～12月10日（木）
○最 終 日  12月18日（金） 午前10時〜  討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟 2 階の議会事務局で
　申込書をご記入ください。

インターネットと市ケーブルテレビで放送し
ています。録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

議員が市民のみなさんの声を取材してつくるみんなのひろばです。

広聴広報委員会広報分科会　　【分科会長】　小澤悟　　【副分科会長】　栗林陽一
　　　　　　　　　　　　　　【委　　員】　一本木秀章　太田昭司　中村直人　大竹真千子　大和幸久

次回12月定例会予定

傍聴にお越しの際は

小学校６年生の
みなさんQ 小学生のうちにやっておきたいことは？


